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要旨

　本稿は，名古屋大学の交換留学プログラム（Nagoya 

University Program for Academic Exchange, 

NUPACE）に2009年から13年までの５年間に参加し

た同窓生に対して，帰国後の学業と就業状況について

フォローアップ調査を実施した結果を分析した報告で

ある。特に，統計的な結果と記述回答の関連性に着目

し，NUPACE プログラムの授業評価と帰国後の進学

の関係性，交換留学経験に由来する帰国後の職業選択

と就職活動に対する期待などについて分析している。
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おわりに

はじめに

　日本の大学における最長１年間を想定している交換

留学プログラムは，1995年に開始され，名古屋大学で

もその翌年に設置された。交換留学プログラムは，日

本における受け入れ留学生増大の可能性を探るうえ

で，重要な分析対象の一つとなる政策である。しかし，

当プログラムについての考察は，短期留学のニーズや

プログラムについての満足度（佐藤，2009年，2011年）

といった日本国内の大学で実施されているプログラム

に対する評価についてのものが多い。

　名古屋大学で20年近くに渡り実施されている交換留

学プログラムに参加した学生についても，修了時にプ

ログラム内容，学生生活全般についてのアンケートを

実施している。本稿は，名古屋大学において交換留学

プログラムに参加した学生が，出身大学あるいは出身

国へ帰った後に，日本での留学経験を現在あるいは将

来の学業および就業の機会において，どのように活用

しようとしているか，あるいはしていないか，につい

て考察する。この考察が，帰国後の学生の進路をも想

定した交換留学プログラムの充実化のための参考資料

となることを期待している。

１．調査方法

　名古屋大学の交換留学プログラム（NUPACE）は，

その創設以来1400名を超える学生を受け入れている。

今回の同窓生に関するアンケートは，2009年春学期か

ら2013年秋学期まで名古屋大学に在籍した学生のう

ち，連絡先を確認できた学生489名に対して，メールで

アンケート（全23問）１を送付した。本稿は，送付した

留学先としての日本の可能性拡大に向けて

―交換留学の経験が帰国後の学業と就業へ及ぼす影響について―

名古屋大学国際教育交流センター
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１ 名古屋大学国際教育交流センターの石川クラウディア准教授が作成。アンケートは2015年２月上旬に送付され，３月上旬までに
回収された。
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学生から返信として受け取った124の回答に基づいて，

名古屋大学における交換留学の経験が，同窓生のその

後の学業と就業へ与えた影響について分析する２。

２．留学経験と進学の相関性

　今回実施したアンケートのなかで，NUPACE に参

加した学生のその後の学業への影響について尋ねた。

留学経験と帰国後の学業の相関性であるが，質問17の

「NUPACE の参加は，あなたのその後の学業へ影響を

及ぼしましたか」に対する回答と，「もし影響を及ぼし

たなら，その影響について述べてください」という記

述を求める回答に基づいて分析する。

　

２－１．NUPACE への参加を活かしたその後の学業

　まず，質問17に対する122回答者のうち，59.8％（73 

回答）が学業への影響があったと答えたのに対し，

40.2％（49回答）の学生は影響が無かったと答えた。そ

れでは，NUPACE の参加は，帰国後の進学にどのよ

うな影響を及ぼしたと考えているのかについて，記述

回答（質問17-a）を分析する。学業への影響があった

と答えた73回答者のうち，69回答者がその影響につい

て記述で回答した。

　まず，帰国後の研究テーマについての影響を挙げた

回答者が，最も多く，33回答であった。なかでも，「名

古屋大学で学んだことが，大学院で日本に関係のある

テーマを選ぶきっかけとなった」（ドイツ，男性，2009

年秋）３，「卒業論文で，1945年以降の日本というテー

マについて書きました」（オーストラリア，女性，2012

年春）というように，NUPACE での学業経験が日本に

関する研究テーマを選ぶ要因となったと考えている学

生は，33名のうち11名であった。その他の22名につい

ては，「名古屋大学で学んだ国際関係学に影響を受け

たため，大学院進学の際の専攻として国際関係学を選

んだ」（フランス，女性，2012年秋），「自国の大学では

学ぶことのできない環境学を専攻としてさらに進学す

ることを決意できた」（中国，女性，2013年春）など，

名古屋大学で学んだことが，帰国後の専攻の選択に影

響を及ぼしたと考えていた。

　研究テーマの選択の次に多い回答として，帰国後の

進路に及ぼした影響があげられ，17回答が得られた。

そのうち，日本における進学を選んだ，あるいはその

可能性について検討していると答えた学生は８名であ

り，「日本の大学院へ進学することを可能にした」（中

国，男性，2013年春），「NUPACE への参加が，近い

将来に日本での進学の可能性を考えるきっかけとなっ

た」（フィリピン，女性，2013年秋）といった回答が得

られた。その他の学生については，「アジア地域におい

て，大学院進学を考える機会となった」（イギリス，男

性，2009年秋），「様々な国の学生に出会い，その後の

進路についても海外での機会を探る影響を与えた」（韓

国，女性，2011年秋）というように，日本での進学に

限らず，自国以外の国における進学を考えるきっかけ

となっていることが分かる。

　さらに，NUPACE での経験がその後の日本語習得

に影響を与えたと10名の回答者が答えている。「名古

屋で勉強したおかげで，日本語能力を高めることがで

き，フランスにて日本語の学位を修了することができ

た」（フランス，女性，2010年秋），「NUPACE に参加

中，私は日本文学やその思考方法に興味を持ち，帰国

１年後に日本語の教師になった」（中国，男性，2009年

秋）というように，交換留学の経験は帰国後も日本語

能力向上のための意欲につながったと考えられる。

　その他に，「私の勉強の方法に自信を持てるように

してくれました」（韓国，女性，2013年秋），「名古屋大

学での教授法は，出身大学にはあまりなく，研究志向

であった」（ドイツ，男性，2011年秋）という回答が示

唆するように，名古屋大学での学業経験が，帰国後の

研究手法に影響を及ぼしたと考えている学生が５名い

た。

　このように，名古屋大学における交換留学が帰国後

の学業へ及ぼした影響として，１）研究テーマの選択，

２）進学先の選択，３）日本語の習得，４）研究手法

といった４つの主な側面があげられた。

２－２．NUPACE プログラムの授業評価と進学

　学業への影響があったと答えた回答は，NUPACE

参加による就業（68.9％）や就職活動（80.5％）への

２ 本稿の分析は，名古屋大学国際開発経済学研究科修士２年の杉森周平君，経済学研究科修士１年の佐藤祥平君による回答の集計
と解析に基づいて行われている。
３ 回答者の出身大学所在国，性別，名古屋大学交換留学プログラム入学時期について記す。
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影響があったと答えた回答よりも，比較的低い値に留

まった。では，交換留学の経験は，なぜ就業や就職活

動に比べてその後の学業への影響が低いと考えられて

いるのか。

　その要因の一つとして，名古屋大学における留学期

間中に受講した授業やコースに対する満足度との相関

関係が挙げられる。以下に，質問17で NUPACE の参

加による帰国後の学業への影響の有無についての回答

と，質問12の名古屋大学における学業プログラムに対

する満足度の相関について分析する。

　今回実施したアンケート調査の質問12では，名古屋

大学において履修可能な授業やコースの内容に関する

満足度について尋ねた。回答は，「内容に全く満足しな

かった」をあらわす１から「内容にとても満足した」

の７までの７段階評価で求めたところ，平均値が5.739

であった。この平均値は，同じく７段階評価で回答を

求めた名古屋大学における生活環境（6.240）や社会生

活（6.041）に対する満足度の平均値と比べて低い値で

ある。NUPACE に参加した学生による名古屋大学が

提供している授業やコースについての評価は，大学生

活全般についての評価に対して，低いということが分

かる。

　そこで，質問17で NUPACE での経験が帰国後の学

業へ影響を及ぼしたと考えた回答者（73名 /122回答

者）が，質問12において名古屋大学の学業プログラム

をどのように評価しているかについて調べたところ，

７段階評価のうち6.01の評価であった。それに対して，

質問17で学業への影響が無かったと回答した学生（49

名 /122回答者）による質問12の学業プログラムへの評

価は5.31と低いことが判明した。前者と後者の学業プ

ログラムに対する評価の差は，T 検定の結果，統計的

に優位であることが分かった。

　したがって，名古屋大学の学業プログラムが帰国後

の学業に影響を及ぼしたと考えた学生は，帰国後の学

業への影響が無かったと考えた学生に対して，名古屋

大学で提供されていた学業プログラムにより満足して

いた，ということが明らかとなった。つまり，交換留学

生に提供する学業プログラムの充実は，日本で交換留

学を経験した学生が，日本におけるさらなる進学の可

能性を広げ，また日本語や日本に関連する学問的テー

マについて一層の興味を高めるために，必然的な課題

であることが分かる。

３．留学後の就業機会への期待

　つぎに，留学経験と帰国後の就職活動および就業

機会についての関係性を分析する。前述したように，

NUPACE の参加が帰国後の就業に影響を及ぼすと考

えた学生は68.9％（88名 /122回答者）であり，就職活

動へ影響を及ぼすと回答した学生は80.5％（99名 /123

回答者）となっている。名古屋大学での交換留学は，

帰国後の学生の学業選択よりも，就業選択や就職活動

そのものに対して影響を及ぼしていると考える学生が

多いことが分かる。

　そこで，就業および就職活動への期待は，何に由来

するのかを分析するために，まず帰国後の学生の現在

の身分や所属によって就業および就職活動に対する期

待に違いがあるかどうかについて考察する。さらに，

就業よりも就職活動への影響が大きいと評価する理由

について，記述の回答から読み解く。

３－１．帰国後の身分と就業への期待

　質問10では，帰国した学生の2015年２月現在の身

分あるいは所属などについて，次の11のカテゴリー 

（１．学部生，２．大学院生（日本以外），３．日本での 

大学院生（名古屋大学を除く），４．名古屋大学の大学

院生，５．日本に関係のない職業，６．出身国外での

日本と関係のある外資系企業による雇用，７．日本に 

おける外資系企業，８．日本か海外における日本企業，

９．自営業，10．研修あるいは就職活動中，11．その

他）の中から回答を得ている。これらの11のカテゴ

リーから現在の身分あるいは所属について回答を得た

122名のうち，現在の身分あるいは所属が日本に関係

のある回答者（カテゴリー３，４，６，７，８）と日

本に関係のない身分あるいは所属である回答者（カテ

ゴリー１，２，５，９，10，11）に分け，前者と後者

の交換留学の経験と帰国後の就業あるいは就職活動に

対する期待にどのような違いがあるかについて考察す

る。

　まず，質問10で現在の身分あるいは所属が日本に関

係があると答えた回答者のうち，質問18で NUPACE

の経験が就職活動に影響を与えたと考えた回答者の比

率は88％であった。それに対して，現在の身分あるい

は所属が日本に関わりのないものであると答えた回答

者のうち，NUPACE の経験が就職活動に影響を与え

たと答えた回答は79％にとどまった。前者に比べて，
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後者の方が低いことから，日本に関係のある身分ある

いは職業である回答者の方が，名古屋大学における留

学経験が就職活動に影響を及ぼすと考えている人が多

いことが分かった。

　さらに，質問10で現在の身分あるいは所属が日本に

関係のある回答者の80％は，留学経験が帰国後の就業

選択にも影響を与えたと考えている。それに比べて，

現在の身分あるいは所属が日本に関係のない回答者の

うち，名古屋大学の留学経験が就業選択に影響を与え

たと考えた回答者は65％にとどまった。したがって，

帰国後の就業選択についても，現在の身分あるいは所

属が日本に関係している回答者の方が，留学経験に影

響を受けていると考える人が多いことが明らかとなっ

た。

　しかし，現在の身分あるいは所属と日本の関わりの

有無と，留学経験による就業あるいは就職活動への影

響の有無の相関性については，偶然である可能性も高

く，統計上はそれが断定できないことが判明した。し

たがって，NUPACE 同窓生の現在の身分あるいは所

属と，帰国後の就業選択および就職活動への期待の関

係は，一定の傾向がみられることは判明したが，現在

の身分が日本に関わりのない回答者についても，就職

活動における留学経験の影響に対する期待値は高い

（79％）といえる。

３ －２．職業選択よりも就職活動に期待される留学経

験？

　NUPACE の経験は，就業（84名 /122回答）よりも

就職活動に影響を与えたと考えた回答者（99名 /123

回答）の方が多いことは前述したとおりである。それ

では，名古屋大学における留学経験は，就職活動に影

響を及ぼしたが，就業選択に影響はなかったと考えた

回答者（21名）のうち，６名の記述回答からその理由

をみてみる。６名のうち２名は，日本での留学経験が

就職活動に良い影響を及ぼすことを期待しているが，

まだ就業に至っていないことが背景となっていた。他

の４名にみられる共通点は，日本における留学経験や

日本語のコミュニケーション能力が，就職活動におい

て肯定的な側面として考慮されたが，現在の職業選択

には直接関係はなかった，と考えていることが分かっ

た。たとえば，「国際的な経験が，今後の医療活動にお

いて利点となると考えている（オーストリア，女性，

2013年秋）」といった医学部留学生の意見や，「留学経

験を経て，ボストンで開催された日英バイリンガル職

業フェアで面接まで受けたが，結局大学院へ進学しア

メリカの企業に就職した（アメリカ，女性，2009年秋）」

というように，日本における留学経験は，就職活動に

おける肯定的な経歴であったが，その経験によって帰

国後の就業選択に変化や直接的な影響を及ぼしたわけ

ではない，と考えている回答者がいることが分かる。

　それでは，日本における留学経験が就職活動におい

てどのような影響を及ぼすと考えているのか。質問18

において，就職活動に留学経験が何らかのインパクト

を与えたと回答した人（124名）のうち，そのインパク

トの内容についての記述回答（39回答）をみてみる。

もっとも就職活動にインパクトがあると考えられた経

験は，日本語の習得であった。なかでも，「私は日本

企業 A で働いていますが，この職を得られた理由は，

私が日本語を話すからです」（タイ，女性，2009年春），

あるいは「日本での資格取得に役立ちました」（台湾，

女性，2012年春）というように，日本語能力の向上が

帰国後の就職活動に直接結びつくスキルとなったとい

う回答が得られた。さらに，「（…）NUPACE での経験

を通じて日本で普通の大学生として日本で住ませても

らえたことで日本語の実力はもちろん，日本での全般

的な体験ができたので，この後，単に日本語だけを教

えることではなく，自分の経験を生かして日本のいろ

いろなところを伝えられる有能な日本語の先生になれ

ると思います。」（韓国，女性，2013年春），「日本語を

話すことができる能力はもちろんですが，それが日本

に住んだことで社会的・文化的な経験をしているとい

うことの組み合わせが，私の履歴を際立たせる要因と

なっています」（アメリカ，男性，2013年春）というよ

うに，日本語能力と日本における文化的な経験の両者

が帰国後の就職活動に有効に働いたと考える回答もみ

られた。

　日本あるいは名古屋における特有の経験が，就職活

動にインパクトを与えたという意見が聞かれる一方

で，日本での経験そのものというよりは，海外におけ

る国際的な経験として留学が就職活動に有効に働いて

いると考える回答もあった。「海外で勉強をし，生活

をした経験は，ドイツの企業から大いに評価される」

（ドイツ，女性，2012年秋），「現在の私の仕事は，日本

と全く関係がありませんが，日本に１年間住んでいた

という経験から，国際的な環境で働きたいと思いまし

た」（フランス，女性，2012年秋）という回答から分か
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るように，留学経験は，雇用する側から評価される側

面があるということと，また，留学経験が自分の就職

活動に影響を与えたとする二つの側面が挙げられた。

　その他として，留学中に得た日本についての知識

も，就職活動に影響を及ぼしたと考える回答者がい

た。日本文化についての知識は，特に日本語能力の向

上とともに有効であったと考える回答者が大半であっ

た。たとえば，「（就職活動に影響を与えたのは）日本

文化についてのより良い知識と日本語能力が，グロー

バルな環境におけるコミュニケーション能力となった

ことである」（韓国，女性，2012年春），「卒業してから

三年間の編集者をつとめて，出版社で日本文学を編集

しました。それからフリーターになって，日本文学を

翻訳したり，日本旅行のガイドブックを書いたり，い

ろいろ日本を紹介する仕事をやっています。もし名大

の留学経験がないと，今のように日本をよく分かるこ

とはありえないし，こんなに日本に興味があるのも不

可能と思います。」（中国，女性，2010年春）といった

回答が得られた。

　このように，名古屋大学における留学経験が就職活

動に及ぼしたインパクトとして，１）日本語能力，２）

国際的な経験，３）日本あるいは名古屋における特有

の経験，４）日本についての文化的知識，などの４つ

の主な側面が回答記述から明らかとなった。

　NUPACE での経験は，就職活動におけるインパク

トのほうが職業選択に対するインパクトよりも大きい

と考えた回答者が多かったが，前者は，雇用者側に対

する期待も含まれていることから，そのインパクトに

対する期待が高いということが窺える。留学経験は，

帰国後の進学や研究に対する影響よりも，就職活動や

職業選択に与える影響の方が大きいという傾向がみら

れ，名古屋大学における留学経験の動機も，帰国後の

就業に何らかのかたちで関連づけられている可能性は

否めない。

おわりに

　佐藤（2011）は，日本への短期留学の動機を学生の出

身地域別に調査しているが，東南アジア出身者が「専

門分野での知識・スキル習得」を目的とする傾向に対

して，オーストラリアと北米の学生は「日本語能力向

上」が主な動機となっており，欧州地域出身者につい

ては「日本文化理解」であると調査の結果を分析してい

る。NUPACE の同窓生に対して実施した今回のフォ

ローアップ調査では，回収できた回答数が少ないこと

から，地域別の傾向を示すことは困難であるが，名古

屋大学での留学経験は，帰国後の学業，進学，就職活

動，職業選択などに，様々な側面から影響を与えてい

ることが分かった。それは，上記の調査報告にみられ

るような各地域別の学生が抱く交換留学の動機の傾向

が必ずしも反映されたものではない。したがって，今

後の日本における交換留学生の増大をはかるうえで，

留学前の学生の動機のみに着目するのではなく，交換

留学修了後の学生の進路や就業状況，さらには同窓生

のネットワークなどについて調査を行う必要がある。

それは，交換留学の特徴として，同窓生が，出身大学

において交換留学先の経験や情報を広めるという広報

の一環を担っていること，また，同窓生自身が名古屋

あるいは日本における進学を検討する可能性を探るこ

とができること，そして，将来的に同窓生の出身地と

日本をつなぐ文化・社会・経済的な架け橋となる活動

あるいは職業に携わる可能性が高いこと，などが要因

として挙げられるからである。
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